
初出一覧

解
釈
に
つ
い
て
の
覚
え
書
」
を
改
題
。

第
三
部
『
ト
リ
ス
ト
ラ
ム
・
シ
ャ
ン
デ
ィ
』
論

第
二
部
『
ヨ
リ
ッ
ク
氏
説
教
集
』
論

第
一
章
「
ス
タ
ー
ン
の
八
書
く
こ
と
＞
の
始
ま
り
」

1

大
阪
大
学
大
学
院

O
s
a
k
a
Literary 
R
e
v
i
e
w
V
I
号
（
昭
四
十
七
年
）
「
A

Polit苔
z
l
R
o蕊
9
c
e
の
問
題

L
a
u
r
e
n
c
e
S
t
e
r
n
e
に
お
け
る
八
書
く
こ
と
＞
の
は
じ
ま
り
」
を
改
題
。

第
二
章
「
『
ト
リ
ス
ト
ラ
ム
・
シ
ャ
ン
デ
ィ
』

ク
氏
説
教
集
』

へ
の
道
ー
八
鍵
＞
と
し
て
の
『
権
争
物
語
』
」
ー
『
英
語
青
年
』
昭
和
六
十
年
四
月

号
「
T
m
t
rミ
m

S
h
a
n
d
y
へ
の
道
ー
「
鍵
」
と
し
て
の
A
Political R
o
mミ
2Ce
」
を
改
題
。

第
三
章
「
八
書
く
こ
と
＞
の
も
う
―
つ
の
始
ま
り
」
ー
『
C
迂
葛
al
Studies
英
米
文
学
評
論
』
創
刊
号
（
昭
四
十
八
年
）
「
『
ヨ
リ
ッ

の
問
題
I
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ス
タ
ー
ン
に
お
け
る
八
書
く
こ
と
＞
の
も
う
―
つ
の
は
じ
ま
り
」
を
改
題
。

第
四
章
「
ス
タ
ー
ン
の
教
育
論
1

説
教
第
2
0
番
」
ー
|
'
関
西
大
学
英
文
学
会
『
英
文
学
論
集
』
第
十
八
号
（
昭
五
十
四
年
）
「
L
a
u
r
e
n
c
e

S
t
e
r
n
e
の
教
育
論
ノ
ー
ト
ー
S
e
r
m
o
n
X
X
 "T
h
e
 Prodigal S
o
n
"
を
め
ぐ
っ
て
」
を
改
題
。

第
五
章
「
ス
タ
ー
ン
文
学
の
伝
統
的
解
釈
」
1

英
宝
社
『
山
川
鴻
三
教
授
退
官
記
念
論
文
集
』
（
昭
五
十
六
年
）
「
L
a
u
r
e
n
c
e
S
t
e
r
n
e
 

第
一
部
『
権
争
物
語
』
論

ロ
ー
レ
ン
ス
・
ス
タ
ー
ン
研
究
の
現
在
1

序
に
代
え
て

初
出
一
覧

（
書
き
下
ろ
し
）
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第
五
部
『
イ
ラ
イ
ザ
に
寄
せ
る
日
記
』
論

A
 Sentimental ],。
m
m
e
y
に
お
け
る
自
然
の
表
象
」
を
改
題
。

第
四
部
『
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
・
ジ
ャ
ー
ニ
イ
』
論

第
六
章
「
死
神
と
諧
請
I

セ
ン
チ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
」
ー
『
ユ
ー
ク
ロ
ニ
ア
』
第
3
号
（
昭
四
十
九
年
）
「
死
神
と
諧
諭
ー
ー
＇
ロ
ー
レ

ン
ス
・
ス
タ
ー
ン
『
ト
リ
ス
ト
ラ
ム
・
シ
ャ
ン
デ
ィ
』
に
お
け
る
喜
劇
的
特
質
考
」
を
改
題
。

第
七
章
「
八
不
敬
の
疑
問
符
＞
ー
ス
タ
ー
ン
の
創
作
原
理
考
（
一
）
」
ー
東
海
大
学
出
版
会
『
イ
ギ
リ
ス
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
小
説
』

（
昭
五
十
七
年
）
「
『
ト
リ
ス
ト
ラ
ム
・
シ
ャ
ン
デ
ィ
』
論
」
を
改
題
。

第
八
章
「
道
化
と
モ
ラ
リ
ス
ト
の
語
り
1

ス
タ
ー
ン
と
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
」
ー
ー
＇
昭
和
堂
『
英
米
文
学
と
の
出
会
い
』
（
昭
五
十
八
年
）

「
道
化
と
モ
ラ
リ
ス
ト
の
語
り
の
方
法
論
I
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ス
タ
ー
ン
と
ジ
ェ
イ
ン
・
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
」
を
改
題
。

第
九
章
「
サ
ン
チ
ョ
と
プ
ル
ー
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
ー
ー
＇
ス
タ
ー
ン
の
女
性
像
」
ー
英
潮
社
『
英
国
小
説
研
究
』
第

19
冊
(
-
九
九
五
年
）

「
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ス
タ
ー
ン
の
女
性
像
-
I
g
n
a
t
i
u
s
S
a
n
c
h
o
と

Blue'stocking
L
a
d
i
e
s」
を
改
題
。

第
十
章
「
八
自
然
＞
の
表
象
論
」
ー
日
本
英
文
学
会
『
英
文
学
研
究
』
第
五
十
六
巻
第
一
号
（
昭
五
十
四
年
）
「

In
Pursuit of N
a
t
u
r
e
 :
 

第
十
一
章
「
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
分
析
ー
ス
タ
ー
ン
の
創
作
原
理
考
（
二
）
」
ー
関
西
大
学
英
文
学
会
『
英
文
学
論
集
』
第
2
0
号
（
昭
五

十
五
年
）
「
A
S
e
n
t
i
m
e
n
t
a
l
 J
o
u
r
n
e
y
に
お
け
る
discourse
」
を
改
題
。

第
十
二
章
「
懸
想
と
死
神
1

晩
年
の
恋
愛
遊
戯
」
ー
ー
、
大
阪
大
学
文
学
会
『
待
兼
山
論
叢
』
第
7
号
（
昭
四
十
九
年
）
「
懸
想
と
死
神

|
T
h
e
 Jo
u
r
n
a
l
 to 
Eliza
に
お
け
る

'
a
m
o
e
r
g
o
 s
u
m
'
と
八
書
く
こ
と
＞
」
を
改
題
。
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初出一覧

以
上
、
「
改
題
」
と
し
た
も
の
に
は
全
て
必
要
な
修
正
を
施
し
て
い
る
。

ス
タ
ー
ン
の
ヒ
ュ
ー
モ
ア
と
ト
マ
ス
・
パ
ッ
チ
の
絵
の
こ
と
」
を
改
題
。

附 第
十
三
章
「
ス
タ
ー
ン
の
道
化
」
1

関
西
大
学
『
文
学
論
集
』
第
二
十
五
巻
第
一
・
ニ
・
三
•
四
合
併
号
（
昭
五
十
年
）
「
ロ
ー
レ
ン

ス
・
ス
タ
ー
ン
の
道
化
'
—|
A
l
a
s
,
p
o
o
r
 Y
o
r
i
c
k
 !
」
を
改
題
。

-
「
漱
石
の
ス
タ
ー
ン
論
ー
『
ト
リ
ス
ト
ラ
ム
、

五
年
）

の
同
名
の
論
文
を
再
録
。

シ
ャ
ン
デ
ー
』
私
注
」
ー
~
関
西
大
学
『
文
学
論
集
』
第
四
十
三
巻
第
一
号
（
平

二
「
ト
マ
ス
・
パ
ッ
チ
の
絵
の
こ
と
」
ー
英
潮
社
『
英
語
文
学
世
界
』
昭
四
十
九
年
七
月
号
「
時
計
と
死
神
ー
ロ
ー
レ
ン
ス
・

三
「
『
権
争
物
語
、
あ
る
い
は
夜
番
外
套
物
語
』
1

抄
訳
と
書
誌
的
解
題
」
ー
『
ユ
ー
ク
ロ
ニ
ア
』
第
2
号
（
昭
四
十
七
年
）
「
ロ

ー
レ
ン
ス
・
ス
タ
ー
ン
『
権
争
物
語
』
か
ら
『
鍵
』

の
章
1

試
訳
・
付
解
題
」
、
『
ユ
ー
ク
ロ
ニ
ア
』
第
5
号
（
昭
五
十
一
年
）
「
ロ
ー

レ
ン
ス
・
ス
タ
ー
ン
茶
番
狂
言
『
夜
番
外
套
物
語
•
あ
る
い
は
田
舎
教
会
権
力
争
い
滑
稽
諏
』
」
、
及
び
『
ユ
ー
ク
ロ
ニ
ア
』
第
6

号
（
昭

五
十
二
年
）
「
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ス
タ
ー
ン
『
夜
番
外
套
物
語
』
拾
遺
」
を
合
わ
せ
て
改
題
。

論
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た。）
は
ま
ず
、
ス
タ
ー
ン
の
も
う
―
つ
の
代
表
作
で
、

こ
の
難
解
き
わ
ま
る
十
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
作
家
を
研
究
テ
ー
マ
と
し
て
選
ん
だ
の
は
、
修
士
論
文
を
構
想
し
始
め
た
一
九
七

0
年

頃
で
あ
る
か
ら
、
す
で
に
そ
れ
か
ら
一
世
代
が
過
ぎ
た
こ
と
に
な
る
。

の
作
家
だ
っ
た
が
、

ス
タ
ー
ン
を
選
ぶ
前
は
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ジ
ョ
イ
ス
が
私
の
好
み

そ
れ
も
『
若
き
日
の
芸
術
家
の
肖
像
』
ど
ま
り
で
、
私
は
何
を
思
っ
た
か
、

の
ぽ
る
よ
う
に
し
て
、
人
も
あ
ろ
う
に
漱
石
が
「
海
鼠
の
如
き
」
と
評
し
た
、
世
界
文
学
中
の
奇
書
と
も
い
う
べ
き
『
ト
リ
ス
ト
ラ
ム
・

シ
ャ
ン
デ
ィ
』

の
作
家
を
選
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
作
品
の
読
解
は
当
時
の
私
の
語
学
力
か
ら
し
て
困
難
を
極
め
た
。
私

ェ
ッ
セ
ー
風
の
旅
行
記
、
『
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
・
ジ
ャ
ー
ニ
ィ
』
に
取
り
組
ん
だ
。
こ

れ
と
て
決
し
て
読
み
や
す
い
作
品
で
は
な
い
。
テ
ク
ス
ト
の
パ
ラ
グ
ラ
フ
の
主
題
ご
と
に
ノ
ー
ト
を
取
り
、
不
明
の
語
句
に
つ
い
て

0
.

E
•
D

を
中
心
に
様
々
な
辞
書
類
を
調
べ
、
正
確
な
定
義
を
書
き
写
す
。
そ
の
過
程
で
研
究
社
英
文
学
叢
書
の
岡
倉
由
三
郎
の
注
釈
と
、

当
時
も
手
に
入
り
に
く
か
っ
た
村
上
至
孝
訳
『
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
・
ジ
ャ
ー
ニ
ー
』
（
昭
和
二
十
二
年
、
弘
文
堂
文
庫
）
を
参
考
に
テ
ク

ス
ト
の
読
解
を
進
め
、
論
文
の
テ
ー
マ
を
同
時
に
探
っ
て
い
っ
た
。
（
翻
訳
者
の
村
上
至
孝
先
生
は
の
ち
に
私
に
と
っ
て
の
恩
師
と
な
っ

こ
う
し
た
注
釈
ノ
ー
ト
の
作
成
は
『
ト
リ
ス
ト
ラ
ム
・
シ
ャ
ン
デ
ィ
』

ム
・
シ
ャ
ン
デ
ィ
』

あ

と

が

き

そ
こ
か
ら
英
国
小
説
の
源
流
に
さ
か

の
ば
あ
い
も
同
様
だ
っ
た
。
幸
い
に
も
『
ト
リ
ス
ト
ラ

の
翻
訳
は
す
で
に
昭
和
四
十
一
年
、
海
老
池
俊
治
・
朱
牟
田
夏
雄
訳
が
出
て
い
た
。
ち
な
み
に
そ
れ
は
朱
牟
田
夏
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あとがき

雄
個
人
訳
と
し
て
改
訂
さ
れ
、
昭
和
四
十
四
年
岩
波
文
庫
に
入
っ
た
。
こ
の
翻
訳
は
わ
が
国
の
ス
タ
ー
ン
研
究
に
と
っ
て
画
期
的
な
出

来
事
だ
っ
た
と
言
う
べ
き
で
、
そ
れ
が
特
に
ス
タ
ー
ン
研
究
者
た
ち
に
あ
た
え
た
恩
恵
は
計
り
知
れ
な
い
。
本
書
に
お
い
て
も
引
用
は

す
べ
て
朱
牟
田
訳
に
よ
っ
て
い
る
。
か
つ
て
朱
牟
田
先
生
が
ヨ
ー
ク
大
学
で
日
本
の
ス
タ
ー
ン
研
究
に
つ
い
て
講
演
を
す
る
よ
う
依
頼

さ
れ
た
こ
と
は
、
何
よ
り
そ
の
翻
訳
者
と
し
て
の
業
績
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
翻
訳
と
い
う
も
の
の
価
値
付
け
に
つ
い
て
は
、
日

本
と
西
洋
で
は
大
き
な
へ
だ
た
り
が
あ
る
よ
う
だ
。

と
も
あ
れ
、
私
は
こ
の
よ
う
に
ス
タ
ー
ン
研
究
を
は
じ
め
、
『
ト
リ
ス
ト
ラ
ム
・
シ
ャ
ン
デ
ィ
』
に
見
ら
れ
る
「
セ
ン
チ
メ
ン
タ
リ
ズ

ム
と
笑
い
」
の
特
質
を
テ
ー
マ
に
修
士
論
文
を
ま
と
め
た
。
私
は
、
国
柄
も
時
代
状
況
も
異
な
る
こ
の
作
家
の
中
に
、
矛
盾
対
立
す
る

観
念
の
両
方
を
抱
え
込
ん
で
し
か
も
健
全
な
る
笑
い
の
精
神
を
発
揮
す
る
と
い
う
、
そ
の
内
的
世
界
の
振
幅
の
大
き
さ
を
見
て
、
そ
こ

に
不
思
議
な
魅
力
を
感
じ
た
。
ス
タ
ー
ン
の
笑
い
の
哲
学
は
、
私
た
ち
の
精
神
の
強
張
り
を
揺
さ
ぶ
っ
て
、
自
由
な
世
界
に
解
放
し
て

く
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。

一
方
ス
タ
ー
ン
そ
の
人
の
実
人
生
は
、
家
庭
的
幸
福
と
は
程
遠
く
、
そ
の
肉
体
は
常
に
危
殆
に
瀕
し
て
い

た
。
牧
師
と
し
て
の
出
世
も
あ
ま
り
期
待
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
作
家
の
現
実
と
そ
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
あ
い
だ
の
懸
隔
の
イ

メ
ー
ジ
が
私
に
は
興
味
ぶ
か
く
思
わ
れ
た
。
そ
の
実
人
生
と
の
へ
だ
た
り
が
あ
る
故
に
、
作
品
の
ヒ
ュ
ー
マ
ラ
ス
な
世
界
は
意
義
深
い

達
成
と
思
わ
れ
た
。
こ
の
作
家
は
そ
の
よ
う
な
人
生
上
の
選
択
を
果
た
し
た
の
だ
と
私
は
理
解
し
た
。
そ
う
と
す
れ
ば
、
私
の
や
る
べ

き
こ
と
は
そ
の
実
像
に
出
来
る
限
り
接
近
す
る
こ
と
だ
。
そ
の
た
め
に
作
品
を
追
体
験
す
る
よ
う
な
気
持
ち
で
読
み
込
む
こ
と
だ
。
私

の
そ
の
後
の
研
究
は
、
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
か
ら
外
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

も
っ
と
も
、

そ
の
後
大
学
の
教
師
と
な
っ
て
か
ら
は
、
こ
の
作
家
だ
け
に
集
中
し
て
お
れ
な
く
な
っ
て
、
授
業
や
各
種
の
研
究
会
・

や
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読
書
会
を
き
っ
か
け
に
し
て
出
来
る
だ
け
勉
強
の
巾
を
広
げ
る
よ
う
に
努
め
る
う
ち
、
院
生
時
代
の
純
な
気
持
ち
は
薄
れ
て
し
ま
っ
た
。

そ
う
こ
う
す
る
う
ち
に
、
私
に
在
外
研
究
の
機
会
が
与
え
ら
れ
た
。

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
函
書
館
の
副
館
長
を
し
て
い
た
ス
タ
ー
ン
資
料
の
収
集
家
で
書
誌
学
者
で
も
あ
る
J
.
c
.
T
・
オ
ー
ツ
先
生
に

推
薦
し
て
い
た
だ
い
て
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
・
カ
レ
ッ
ジ
の
准
会
員
に
な
り
、

た
。
私
は
、

，，， 

ス
タ
ー
ン
研
究
を
書
誌
学
の
基
本
か
ら
や
り
直
す
こ
と
に
し

オ
ー
ツ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
ノ
ー
ト
を
取
る
か
た
わ
ら
、
書
誌
学
者
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ギ
ャ
ス
ケ
ル
の
「
プ
リ
ン
テ
ィ
ン
グ
・

ク
ラ
ス
」
に
入
っ
た
。
そ
れ
は
、
大
学
図
書
館
の
地
階
に
あ
る
、
旧
大
学
出
版
局
時
代
の
印
刷
機
が
保
管
さ
れ
て
い
る
部
屋
で
行
な
わ

れ
た
。
そ
の
ク
ラ
ス
の
目
標
は
、
十
八
世
紀
の
あ
る
炭
鉱
の
実
情
を
ル
ポ
し
た
手
記
（
マ
ニ
ュ
ス
ク
リ
プ
ト
）
を
活
版
印
刷
し
て
小
冊

子
に
仕
上
げ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
七
、

八
名
の
受
講
生
が
そ
れ
ぞ
れ
担
当
部
分
を
割
り
当
て
ら
れ
て
、
そ
の
読
み
に
く
い
手
書

き
原
稿
の
文
章
の
ま
ま
に
鉛
の
活
字
を
逆
さ
に
並
べ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
鉛
活
字
は
、
大
文
字
類
が
上
段
の
ケ
ー
ス
に
、
小
文
字
類
が

下
段
の
ケ
ー
ス
に
そ
れ
ぞ
れ
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
ご
と
に
入
っ
て
お
り
、
空
白
部
分
の
活
字
も
何
種
類
も
用
意
さ
れ
て
い
た
。
「
ロ
ウ

ア
ー
・
ケ
ー
ス
」
が
何
故
「
小
文
字
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
か
を
実
地
に
知
っ
た
の
は
こ
の
時
で
あ
る
。
私
た
ち
は
、

幅
に
活
字
を
揃
え
、

八
つ
折
り
判
の

四
、
五
行
ご
と
に
ま
と
め
た
固
ま
り
を
印
刷
台
の
上
に
並
べ
る
。
そ
う
や
っ
て
八
ペ
ー
ジ
分
の
活
字
が
無
事
に
並

ん
だ
と
こ
ろ
で
、
イ
ン
ク
を
塗
り
、
紙
を
置
き
、
そ
の
上
か
ら
輪
転
機
を
ま
わ
し
て
押
し
て
ゆ
く
。
こ
の
作
業
を
頁
数
と
発
行
部
数
の

数
だ
け
繰
り
返
し
て
い
っ
た
。
そ
れ
が
済
む
と
、
後
は
折
り
と
糸
綴
じ
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
ま
ご
と
の
よ
う
な
楽
し
い
作
業
で
、
こ
こ

ま
で
来
る
と
皆
、
和
気
薦
々
と
い
っ
た
雰
囲
気
を
楽
し
ん
で
い
た
。
ギ
ャ
ス
ケ
ル
先
生
は
、
こ
う
し
た
作
業
の
間
に
も
質
疑
や
討
論
の

時
間
を
は
さ
ん
だ
り
、
図
書
館
の
中
の
、
書
物
修
理
室
の
見
学
を
さ
せ
て
く
れ
た
り
し
た
。
そ
し
て
最
後
に
は
私
た
ち
の
手
作
り
の
小

一
九
八
五
年
か
ら
八
六
年
に
か
け
て
の
一
年
間
で
あ
る
。
私
は
、
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冊
子
を
記
念
に
一
部
手
渡
し
て
く
れ
た
。
こ
の
ク
ラ
ス
は
今
思
い
出
し
て
も
懐
か
し
い
楽
し
い
時
間
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
以
上

に
意
味
の
あ
る
ク
ラ
ス
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
知
る
人
ぞ
知
る
書
誌
学
の
大
家
に
直
接
教
え
を
受
け
た
と
い
う
こ
と
と
同
時
に
、

受
講
生
の
中
に
誰
あ
ろ
う
ス
タ
ー
ン
の
注
釈
者
、
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
デ
イ
氏
が
い
た
か
ら
で
あ
る
。
私
に
と
っ
て
こ
れ
以
上
の
幸
い
は
な

か
っ
た
。
デ
イ
氏
と
の
付
き
合
い
の
中
で
、
彼
自
身
の
注
釈
の
仕
事
の
中
味
も
よ
く
分
か
り
、

動
向
も
そ
れ
と
な
く
分
か
っ
て
き
て
お
も
し
ろ
か
っ
た
。
殊
に
、

る
サ
ー
ク
ル
の
存
在
は
、
彼
の
お
か
げ
で
い
っ
そ
う
親
し
い
も
の
と
な
っ
た
。
そ
の
意
味
で
、

別
だ
っ
た
。

ス
タ
ー
ン
の
牧
師
館
を
守
っ
て
い
た
モ
ン
ク
マ
ン
夫
妻
を
中
心
と
す

ヨ
ー
ク
大
学
の
ベ
ル
ト
ゥ
教
授
や
オ
ラ
ン
ダ
の
ピ
ー
タ
ー
・
デ
ィ
・
ヴ
ォ
ー
ク
ト
氏
ら
と
親
交
を
む
す
ぶ
こ
と
が
出
来
た

だ
け
で
は
な
い
。
そ
の
こ
ろ
既
に
構
想
さ
れ
て
い
た
ス
タ
ー
ン
の
研
究
誌
『
シ
ャ
ン
デ
ィ
ア
ン
』

す
る
よ
う
に
要
請
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
同
誌
の
方
針
と
し
て
「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」
な
性
格
を
も
た
せ

た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
な
ら
ば
協
力
を
惜
し
む
べ
き
で
な
い
と
考
え
て
承
諾
し
た
。

と
こ
ろ
で
、

い
た
が
、

ま
た
英
国
内
外
の
ス
タ
ー
ン
研
究
者
の

そ
の
年
の
「
ス
タ
ー
ン
の
タ
ベ
」
は
特

の
編
集
に
海
外
の
一
員
と
し
て
参
画

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
の
一
年
は
そ
れ
や
こ
れ
や
で
た
ち
ま
ち
の
う
ち
に
過
ぎ
て
、
肝
心
の
ス
タ
ー
ン
研
究
の
ほ
う
は
初
期
刊

行
本
の
書
誌
的
確
認
の
作
業
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
『
シ
ャ
ン
デ
ィ
ア
ン
』
誌
の
創
刊
は
、
帰
国
し
て
三
年
後
(
-
九
八
九
年
）
の
こ

と
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
既
に
じ
ゅ
う
ぶ
ん
以
上
の
歳
月
が
流
れ
て
い
る
。
こ
の
間
ス
タ
ー
ン
論
を
ま
と
め
た
い
と
い
う
願
望
は
も
っ
て

そ
の
統
一
的
イ
メ
ー
ジ
を
ど
の
点
に
も
と
め
る
か
に
つ
い
て
は
容
易
に
結
論
が
出
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
結
論
が
最
終

的
な
も
の
で
な
い
に
し
て
も
、

い
わ
ば
中
仕
切
り
と
し
て
、
自
分
が
考
え
て
き
た
こ
の
作
家
の
全
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
捉
え
て
お
く
べ

き
時
が
き
た
と
い
う
思
い
が
強
く
な
っ
た
。
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
私
は
本
論
文
集
の
タ
イ
ト
ル
の
副
題
ー
|
_
「
創
作
原
理
と
し
て
の
感
情
」
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う
ふ
う
に
私
は
考
え
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ー
に
求
め
た
。
こ
の
ば
あ
い
、
「
感
情
」
は
「
セ
ン
チ
メ
ン
ト
」
の
訳
語
と
し
て
考
え
た
い
。
感
情
は
ほ
ん
ら
い
無
定
形
な
も
の
で
あ

ろ
う
。
そ
の
感
情
に
形
を
あ
た
え
る
こ
と
が
、
広
く
言
っ
て
芸
術
・
文
芸
の
創
造
に
他
な
ら
な
い
。
そ
し
て
ス
タ
ー
ン
の
ば
あ
い
、
「
セ

ン
チ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
」
の
表
出
は
作
品
を
書
き
進
め
る
さ
い
の
原
理
・
原
則
的
な
レ
ベ
ル
に
お
い
て
認
識
さ
れ
て
い
る
。
感
情
の
動
き

い
わ
ば
無
常
き
わ
ま
り
な
い
、
形
な
き
も
の
そ
の
も
の
が
、
創
造
行
為
の
目
標
で
あ
り
、

の
意
識
の
中
心
に
位
置
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
そ
れ
は
原
理
的
な
指
標
と
し
て
働
い
て
い
る
。

そ
れ
は
作
家

ス
タ
ー
ン
に
お
い

て
感
情
と
原
理
と
い
う
相
容
れ
な
い
概
念
は
、
八
書
く
こ
と
＞
の
な
か
で
統
一
を
み
る
。
こ
こ
に
こ
の
作
家
の
独
自
性
が
あ
る
、

こ
の
よ
う
に
し
て
本
書
を
ま
と
め
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
さ
さ
や
か
な
論
集
で
も
そ
の
刊
行
に
至
る
ま
で
に
多
く
の

方
々
の
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
私
は
こ
の
書
物
を
今
は
故
人
と
な
ら
れ
た
お
二
人
の
先
生
に
さ
さ
げ
た
い
。

者
の
一
人
で
あ
り
、
大
阪
大
学
教
授
で
あ
っ
た
村
上
至
孝
先
生
と
、
大
阪
大
学
退
官
後
、
関
西
大
教
授
で
あ
っ
た
吉
田
安
雄
先
生
で
あ

る
。
村
上
先
生
に
は
大
学
院
の
演
習
以
外
で
も
ス
タ
ー
ン
研
究
に
つ
い
て
の
懇
切
丁
寧
な
指
導
を
い
た
だ
い
た
の
み
な
ら
ず
、

種
の
お
世
話
も
お
か
け
し
た
。
私
が
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
の
オ
ー
ツ
先
生
に
初
め
て
お
目
に
か
か
る
さ
い
に
は
、
丁
寧
な
推
薦
状
を
書
い
て

く
だ
さ
っ
た
。
吉
田
先
生
に
は
関
大
英
文
科
の
同
僚
と
し
て
実
地
に
テ
ク
ス
ト
読
解
と
注
釈
の
訓
練
を
う
け
た
。
先
生
を
中
心
に
ジ
ェ

イ
ン
・
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
研
究
会
が
組
織
さ
れ
、

と
い
う
捉
え
ど
こ
ろ
の
な
い
、

そ
の
成
果
と
し
て
『
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
・
パ
ー
ク
』

｀
 

と
し

ス
タ
ー
ン
の
翻
訳

ま
た
種

の
注
釈
三
巻
が
関
大
出
版
部
か

ら
刊
行
さ
れ
、
英
文
学
界
に
少
な
か
ら
ぬ
反
響
を
呼
ん
だ
こ
と
は
記
憶
に
あ
た
ら
し
い
。
先
生
の
業
績
の
な
か
に
は
ス
タ
ー
ン
の
抄
訳

が
あ
り
、
本
書
で
も
そ
れ
を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
い
っ
ぼ
う
先
生
の
手
元
に
は
ノ
ー
ト
に
載
せ
ら
れ
る
以
前
の
、
『
ト
リ
ス
ト
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ラ
ム
・
シ
ャ
ン
デ
ィ
』

お
話
は
刺
激
的
で
あ
っ
た
。
村
上
、
吉
田
、
両
先
生
か
ら
は
こ
の
よ
う
に
有
形
無
形
の
恩
恵
を
受
け
た
の
で
あ
る
。

本
書
の
刊
行
は
「
関
西
大
学
研
究
成
果
出
版
補
助
金
規
程
」
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
こ
の
刊
行
を
お
認
め
い
た
だ
い
た
大
学
当
局

な
ら
び
に
出
版
委
員
会
の
方
々
に
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。
そ
し
て
、

書
い
て
下
さ
っ
た
、
先
輩
同
僚
の
樋
口
欣
三
先
生
と
藤
田
賓
先
生
に
感
謝
の
意
を
さ
さ
げ
た
い
。
ま
た
、
校
正
の
段
階
で
本
文
に
目
を

通
し
て
く
だ
さ
り
、
貴
重
な
助
言
を
惜
し
ま
れ
な
か
っ
た
干
井
洋
一
氏
に
も
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
た
い
。
ま
た
、

あ
げ
な
い
が
、
英
文
科
の
同
僚
方
や
日
本
ジ
ョ
ン
ソ
ン
協
会
な
ど
で
親
交
を
結
ん
だ
先
生
方
、
「
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ス
タ
ー
ン
・
ト
ラ
ス
ト
」

の
方
々
、

坂

本

武

の
た
め
の
手
作
り
の
カ
ー
ド
が
相
当
量
の
こ
っ
て
い
た
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
め
ぐ
っ
て
の
先
生
の

そ
れ
に
先
立
っ
て
本
書
の
た
め
に
出
版
委
員
会
へ
の
推
薦
状
を

そ
し
て
昔
か
ら
の
友
人
た
ち
、
そ
れ
ら
の
方
々
か
ら
得
た
学
恩
と
支
援
も
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
し
て
言
う
ま
で
も

最
後
に
な
っ
た
が
、
出
版
の
実
際
面
で
お
世
話
に
な
っ
た
大
学
事
業
局
出
版
部
出
版
課
の
方
々
、
前
課
長
の
矢
崎
賢
司
氏
、
現
次
長

の
荒
木
紀
忠
氏
、
主
事
の
福
井
智
佳
子
さ
ん
に
も
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。
こ
と
に
本
書
の
刊
行
計
画
の
始
め
か
ら
終
わ
り
ま
で
一
貫
し

て
お
世
話
と
お
骨
折
り
を
い
た
だ
い
た
福
井
さ
ん
に
は
格
別
の
謝
意
を
表
し
た
い
。

平
成
十
二
年
七
月
七
日

な
く
、
わ
が
家
族
の
支
え
も
。

い
ち
い
ち
お
名
前
は
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ハットン (Dr. Hutton) 8-9, 29 

バテスティン，マーティン (Martin 

C. Battestin) 83, 89, 147 

ハート，アーネスト (Ernest Hart) 

304 

バトラー，ジョウゼフ (Joseph But-

!er) 76 

Traugott) xii, xvi, 42-3, 83, ハートレイ，ロドウィック

147, 299 I (Lodwick Hartley) viii 

ナ行

中野好夫 330 n 

バートン，ロバート (Robert Bur-

ton) 23, 109, 230, 314 

バーニー，ファニー (Frances Bur-

夏目漱石 xiv, 304-330 I ney) 197 

ナボコフ (V. Nabokov) 18-20, バフチン，ミハイル (Mikhail Bakh-

22-3 I tin) 83, 89, 142-3, 153, 301 

ニュー，ジョアン (Joan New) vi ハーボトル，ジェイン (Jane Har-

ニュー，メルヴィン (Melvyn New) I botle) 5 
... 

v, ix, xi, xiii-xiv ハミルトン，ハーラン (Harlan 

能美龍雄 xv I Hamilton) 243-4 

ノリス (John Norris) 44 ハモンド (Lansing V. D. H. Ham-

mond) 53, 66, 76, 317 
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バーンズ (Robert Bums) 308 

ハント，リー (Leigh Hunt) 318-9 

ピアース (D. Pierce) xiii 

ピット (William Pitt) 154 

ヒッペル (Hippe!) 316 

ヒューム (David Hume) xv, 215 

ファウラー (Roger Fowler) 125, 

149, 162, 181 n, 238-9 

ファウンテン，ジョン (John 

Fountayne) 8-9, 29-30 

フィッツジェラルド，パーシー

(Percy Fitzgerald) vii, 314-5, 

380-1, 383-4 

フィールディング，ヘンリー

(Henry Fielding) 46, 75-6, 88, 

118, 127, 160-1, 180, 211-2, 308 

フェアチャイルド (H. N. Fairchild) 

94, 332 

フェリア，ジョン (John :ferriar) 

76 

フォースター (E. M. Forster) 

234, 250 

ブース (Wayne C. Booth) 125, 

162-3, 181 n 

フッセル，ポール (Paul Fussell) 

85-6, 121 

フライ，ノースロップ (Northrop 

Frye) 88 

プラウン，ジェイムズ (James P. 

Brown) 380 

プラッドベリ (Malcolm Bradbury) ホラティウス (Horace) 11-2, 16, 

283 I 145-7 

フリュシェール，アンリ (Henri ホルクロフト，トマス (Thomas 

Fluchere) ix, 42, 298, 301 

プルードネル，ジョージ (George 

Brudenell, 4th Earl of Cardigan) 

186 

プルーム，ハロルド

(Harold Bloom) xvi 

ブレイク，ウィリアム (William 

Blake) 233 

フレネー (Joseph Pierre Frenais) 

313 

フロイト (Sigmund Freud) xvii 

ベイコン，フランシス (Francis 

Bacon) 63, 76 

ベケット (Samuel Beckett) 121 

ベルトゥ，ジャック (Jacques Ber-

thoud) xi, xiii 

ベントリー，リチャード (Richard 

Bentley) 76 

ホガース (William Hogarth) 43, 

185, 337 

ポズウェル (James Boswell) 197 

ホップス (Thomas Hobbes) 46 

ボーデ (J. J. Ch. Bode) 313, 378 
ホーネック，キャサリン (C atherine 

Horneck) 186 

ポープ （Alexander Pope) 23, 31-

3, 85, 107, 121, 221, 263, 308, 

325 

ホフマン (E. T. A. Hoffmann) 

301 

ホメーロス (Homer) 146 

Holcroft) 218 
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索引

ホール＝スティヴンスン，ジョン

(John Hall-Stevenson) 32, 38, 

243-4, 322, 377, 379 

ボワロー，ニコラ

(Nicolas Boileau) 3, 360 n, 388 

マ行

マイヤー，ヴァレリー (Valerie G. 

Myer) xiii, xvi 

マイヤーズ，シルヴィア (Sylvia H. 

Myers) 199 

正岡子規 305-8 

松尾力雄 XV 

マッケンヂー (Henry Mackenzie) 

316 

マッソン (D. Masson) 323 

松村達雄 234 n 

マードック，ジェームズ (James 

Murdock) 305 

マードック，ハロルド (Harold 

Murdock) 377 

マン，ホレス （Sir Horace Mann) 

337 

ミュア，エドウィン (Edwin Muir) 

95 

村上至孝 XV 

Monkman) ix-xii 

モンクマン，ジューリア

(Julia Monkman) x-xi 

モンタギュー，エドワード (Edward 

Montagu) 183 

モンタギュー，エリザベス (Mrs. 

Elizabeth Montagu) 182-3, 187, 

191-4, 197-8, 286 

モンタギュー，レイディ・メアリ・ワ

ートレイ (Lady Mary Wortley 

Montagu) 183, 191, 198-9 

モンテーニュ

(Michel Eyquem de Montaigne) 

69-70, 76, 127, 130, 174, 195 

ヤ行

ヤング (Edward Young) 284 

ユーリピデス (Euripides) 229 

吉田安雄 90n 

ラ行

ライリー (J. Riley) xii 

ラブレー (Fran<,;ois Rabelais) 23, 

69, 76-7, 81, 87, 107, 113, 133, 

139-43, 313(「ラベレイ」）， 314

ラ・ボーム (La Baume) 378 

メイエル，ヘルマン (Herman ラム，チャールズ (Charles Lamb) 

Meyer) 77 I 122 
メルヴィル，ルイス ラムレイ，ェリザベス (Elizabeth

(Lewis Melville) vii I Lumley, i.e. Mrs. Sterne) 182, 
モア，ハンナ (Hannah More) 196 I 192-3, 201, 263-4, 285-6 
-8 リチャードソン，サミュエル

モンク (S. H. Monk) 333 I (Samuel Richardson) 75-6, 94-

モンクマン，ケネス (Kenneth I 5, 118, 378 
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リード，ハーバート

(Herbert Read) 87-8, 108, 112, 

225, 298 

リヒター，ジャン・パウル (Jean 

Paul, or Johann Paul Friedrich 

Richter) 47, 143, 312, 316, 334 

ルソー (Jean-Jacques Rousseau) 

69, 87 

レッシング (Gotthold Ephraim Les-

sing) 312-3 

レノルズ (Sir Joshua Reynolds) 

85, 121, 197-8, 380 

レーマン (Benjamin H. Lehman) 

298, 301, 331 

ロック (John Locke) xv, 23, 26, 

44, 54, 63, 66-9, 76, 84-5, 153, 

167, 320 

ロバリッジ，マーク (Mark Love-

ridge) 26 

ローリー，サー・ウォルター (Sir 

Walter Raleigh) 92, 331 

ワ行

ワーク (J. A. Work) vi 

ワーズワス (William Wordsworth) 

308 
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精選参考書誌

精選参考書誌

参考書誌を作成するにあたり，（ I）作品・書簡・伝記等の一次資料と，（II)研

究書・研究論文等の二次資料に分け，それぞれに邦文文献を追加した。さらに(III)

研究誌の項目を設け，「序に代えて」で触れたように，特にスターン研究誌『シャ

ンディアン』と「スターン特集」を組んだ『NewPerspective』誌の目次をリスト

アップした。本書誌作成の基本を，今後のスターン研究にとって重要な資料を精

選すること，という点に置いたが，既に伊藤誓氏による詳細な書誌（『スターン文

学のコンテクスト」巻末，「スターン関連文献」）の例があり，事の性格上重複し

た資料が多くなったのは止むを得ない。しかし， 1995年，同書の出版以後に出た

新しい資料も入れている。出来うるならば，伊藤書誌と併せて参考にしていただ

きたい。

なお，スターン書誌のこれまでの代表的なものには次の二点がある。

1. Lodwick Hartley. Laurence Sterne in the Twentieth Century : An 

Essay and a Bibliography of Sternean Studies, 1900-1965. 

Chapel Hill: Univ. of North Carolina Press, 1966. 

2 ..  Laurence Sterne: An Annotated Bibliography, 1965-

1977. Boston : G. K. Hall, 1978. 

この他に，重要な情報を与えてくれる書誌として，

3. Melvyn New, ed. The Life and Opinions of Tristram Shandy, Gentle-

man. [New Casebooks] (Basingstoke & London: Macmillan 

Education, 1992) : "Further Reading," 174-84. 

4, Laurence W. Mazzeno. The British Novel, 1680-1832 : An Annotated 

Bibliography. [Magill Bibliographies] London: The Scarecrow 

Press; Englewood Cliffs, N. J.: Salem Press, 1997. 

がある。以上はいわゆる ‘annotatedbibliography'であるが，同種の定期刊行物

として，
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5. The Eighteenth Century: A Current Bibliography, new series. New 

York: AMS Press.'New Series'以前はUniv.of Iowa Pressより

刊行 (1971-）。

6, The Year's Work in EnglおhStudies. [The English Association] 

Oxford : Basil Blackwell.（特にこの中の「18世紀」の項）

が有益である。 5は特に ‘narrativebibliography'と銘打たれている。

さらに，代表的なスターン論を抜粋・収録したユニークな書誌資料として次の

ものが注目される。 Norton版 TristramShandyの後に収録された論文類を拡充

した形のもので，今日のスターン批評の動向を見るのに最適であろう。

7. Marie Lazzari, ed. Literature Cガticismfrom 1400 to 1800 (Farming-

ton Hills, MI : The Gale Group, 1999) : "Laurence Sterne," 243-

386. 

I.作品・書簡・伝記

Works 

1. Cross, Wilbur L., ed. The Complete Works of Laurence Sterne. 6vols. 

New York: AMS Press, 1970. Reprint of 1904 edn. 

Tristram Shandy 

2. Anderson, Howard, ed. TガstramSha,ndy. New York: W.W. Norton, 

1980. 

3. Conrad, Peter. Introduction. Tristram Sha,ndy. Everyman's Library. 

New York: Alfred A Knopf, 1991. 

4. New, Melvyn and Joan, eds. The Life and Opinions of Tガstram

S加ndy,Gentleman. The Florida Edition of the Works of Lau-

rence Sterne, vols. 1-2, The Text ; vol. 3, The Notes, by Melvyn 

，
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New, Richard A. Davies and W. G. Day. Gainesville: University 

Presses of Florida, 1978, 1984. 

5. Petrie, Graham, ed., with an introduction by Christopher Ricks. The 

Life and Opinions of Tristram Shandy, Gentleman. Harmonds-

worth, Middlesex : Penguin Books, 1985. 

6. Ross, Ian Campbell, ed. The Life and Opinions of TガstramShandy, 

Gentleman. Oxford: Clarendon Press, 1983. 

7. Work, James Aiken, ed. The Life and Opinions of Tristram Shandy, 

Gentleman. New York: The Odyssey Press, 1940. 

A Sentimental Journey 

8. Jack, Ian, ed. A Sentimental Journey through France and Italy By Mr. 

Yorick with The Journal to Eliza and A Political Romance. 

London: Oxford University Press, 1984. 

9. Keymer, Tom, ed. A Sentimental Journey and Other Writings. [The 

Everyman Library] London : J. M. Dent ; Vermont : Charles E. 

Tuttle, 1994. Including A Political Romance, Memoirs of the Life 

and Family of the late Rev. Mr. Laurence Sterne, An 

Impromptu, and A Fragment in the Manner of Rabelais. 

10. Petrie, Graham, ed., with an introduction by A. Alvarez. A Senti-

mental Journey. Harmondsworth, Middlesex : Penguin Books, 

1986. 

11. Stout, Gardner D., Jr., ed. A Sentimental Journey through France and 

Italy by Mr. Yorick. Berkeley and Los Angeles: University of 

California Press, 1967. 

The Sermons of Mr. Yorick 

12. David, Marjorie S., ed. The Sermons of Mr. Yoガckby Laurence 
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Sterne. [Fyfield Books] Cheadle, Cheshire: Carcanet Press, 

1973. 

13. The Sermons of Laurence Sterne. The Florida Edition of the Works of 

Laurence Sterne. Vol. 4, the Text, ed. Melvyn New. Vol. 5, the 

Notes, by Melvyn New. Gainesville: University Press of Florida, 

1996. 

A Political Romance and The Journal to Eliza 

14. Monkman, Kenneth, ed. with note. Laurence Sterne, A Political 

Romance, 1759. Menston, Yorkshire : Scolar Press, 1971. 

15. Shaw, Margaret R. B., introduction, and foreword by Charles Whibley. 

Letters 

Laurence Sterne, Second Journal to Eliza: Hitherto known as 

Letters Supposed To Have Been Written By Yorick and Eliza, 

but now shown to be a later version of the Journal To Eiza. 

London: G. Bell, 1929. Transcription from the copy in the 

British Museum. 

16. Curtis, Lewis Perry, ed. Letters of Laurence Sterne. Oxford: Clarendon 

Press, 1935. 

Biography 

17. Cash, Arthur Hill. Laurence Sterne: The Early and Middle Years. 

London: Methuen, 1975. 

18..  Laurence Sterne : The Later Years. London : Methuen, 1986. 

19. Cross, Wilbur L. The Life and Times of Laurence Sterne. 3rd ed. New 

Haven: Yale University Press, 1929. 

20. Hartley, Lodwick. Laurence Sterne : A Biographical Essay. Chapel 
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Hill: University of North Carolina Press, 1968. 

21. Monkman, Kenneth. Introduction and commentary. Sterne's Memoirs: 

a hitherto unrecorded holograph now brought to light in facsim-

ile. Privately printed for the Laurence Sterne Trust. Coxwould, 

North Yorkshire: The Laurence Sterne Trust, 1985. 

22. Shaw, Margaret R. B. Laurence Sterne : The Making of a Humorist, 

1713-1762. London: The Richards Press, 1957. 

23. Thomson, David. Wild Excursions : The Life and Fiction of Laurence 

Sterne. London: Weidenfeld & Nicolson, 1972. 

Miscellaneous 

24. Bandry, Anne, and Geoffrey Day, eds. The Clockmakers Outcry against 

the author of The Life and Opinions of Tristram Shandy. 

Winchester: Winchester College Printing Society, 1991. 

25. [Hall-Stevenson, John.] Yoガck'sSenガmentalJourney Continued : 

to which is prefixed Some Account of the Life and Writ-

ings of Mr. Sterne, by Eugenius. London : The Georgian 

Society, 1902. Including A Political Romance. 

26. MacNally, Leonard. Tristram Shandy. (Adapted play, 1783) Ed. Geof-

frey Day, Jessy van Geloven, and Peter de Voogd. Privately 

printed, 1991. The facsimile edition offered to Kenneth Monk-

man on the occasion of his eightieth birthday by his co-editors 

of The Shandean. 

＊この他に， GarlandPublishing (New York)から雑録集のいわゆる「スタ

ーニアナ」 Sternianaのシリーズがある。

邦訳資料

27.村上至孝訳『センチメンタル・ジャーニィ』弘文堂（世界文庫） 1947年
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28.織田正信訳『風流漂泊』新月社 1948年

29.山口孝子・渡邊萬里訳『センチメンタル・ジャーニー』新潮社（新潮文庫）

1952年

30.松村達雄訳『センチメンタル・ジャーニー』岩波書店（岩波文庫） 1952年

31.朱牟田夏雄訳『トリストラム・シャンディ』岩波書店（岩波文庫） 1969年

32.小林亭訳『センチメンタル・ジャーニィ』朝日出版社 1984年

33.綱島窃訳『トリストラム・シャンディ氏の生活と意見』八潮出版社 1987 

年

II.研究書・研究論文集・紀要論文類

34. Alter, Robert. Partial Magic : The Novel as a Self-Conscious Genre. 

Berkeley, Los Angeles, & London: University of California 

Press, 1975. 

35. Anderson, Howard. "Structure, Language, Experience in the Novels of 

Laurence Sterne." In J.M. Armistead, ed., The First English 

Novelists: Essays in Understanding. Knoxville, Tenn.: Univer-

sity of Tennessee Press, 1985. 

36. Auty, Susan G. "Smollett and Sterne and Animal Spirits: Tristram 

Sha叫y."The Comic Spirit of Eighteenth-Century Novels. Port 

Washington, N.Y.: Kennikat Press, 1975. 

37. Bakhtin, M. M. The Dialogic Imagination. Austin: University of Texas 

Press, 1981. 

38, Bate, W. Jackson. The Burden of the Past and the English Poet. New 

York and London: W.W. Norton, 1972. 

39. Batten, Charles L., Jr. Pleasurable Instruction: Form and Convention 

in Eighteenth-Century Travel Literature. Berkeley, Los Angeles, 

13 



精選参考書誌

14 

& London: University of California Press, 1978. 

40. Battestin, Martin C. The Providence of Wit : Aspects of Form in 

Augustan Literature and Arts. London: Oxford University 

Press, 197 4. 

41..  "Sterne among the Philosophes: Body and Soul in A Senti-

mental Journey." Eighteenth-Century Fiction, Vol. 7, No. 1 

(October 1994), 17-36. 

42. Bloom, Harold, ed. Laurence Sterne's'Tガ'stramShandy.'[Modern 

Critical Interpretations]. New York: Chelsea House, 1987. 

43. Booth, Wayne C. The Rhetoric of Fiction. Chicago & London: The 

University of Chicago Press, 1961 ; 1983. 

44. Bowden, Martha F. "Guy Fawkes, Dr. Slop, and the Actions of Provi-

dence." Philological Quarterly, Vol. 76, No. 4 (Fall 1997), 437-53. 

45. Bradbury, Malcolm. Possibilities : Essays on the State of the Novel. 

London: Oxford University Press, 1973. 

46. Brissenden, R. F. Virtue in Distress : Studies in the Novel of Sentiment 

from Richardson to Sade. London: Macmillan; New York: 

Barnes & Noble-Harper & Row, 1974-75. 

47. Brooks, Douglas. "Sterne: Tristram Shandy." Number and Pattern in 

the Eightee俎h-CenturyNovel : Defoe, Fielding, Smollett, and 

Sterne. London: Routledge & Kegan Paul, 1973. 

48. Butt, John. The Mid-Eighteenth Century. Edited and compiled by 

Geoffrey Carnall. [The Oxford History of English Literature 

VIII]. Oxford : Clarendon Press, 1979. 

49. Byrd, Max. Tristram Shandy. London: George Allen & Unwin, 1985. 

50. Cash, Arthur Hill. "The Sermon in Tガ'stramShandy." ELH, XXXI 

(1961), 395-417. 

51..  "Voices Sonorous and Cracked : Sterne's Pulpit Oratory." In 



Larry S. Champion, ed., Quick Springs of Sense : Studies in the 

Eighteenth Centuか． Athens,Ga. : University of Georgia Press, 

1974. 

52.,  and John Stedmond, eds. The Winged Skull : Papers from the 

Laurence Sterne Bicentenary Conference. London : Methuen ; 

Kent, Ohio : Kent State University Press, 1971. 

53. Chibka, Robert L. "The Hobby-Horse's Epitaph: Tristram S加ndy,

Hamlet, and the Vehicles of Memory." Eighteenth-Century 

Fiction, Vol.3, No.2 (January 1991), 125-51. 

54. Clifford, James L., ed. Eighteenth-Century English Literature: Modern 

Essays in Criticism. New York: Oxford University Press, 1959; 

1969. 

55. Conrad, Peter. S加ndyism: The C加racterof Romantic Irony. Oxford : 

Basil Blackwell, 1978. 

56. Damrosch, Leopold, Jr. Modern Essays on Eighteenth-Century Litera-

ture. New York and Oxford: Oxford University Press, 1988. 

57. De Porte, Michael V. Nightmares and Hobbyhorses: Swift, Sterne, and 

Augustan Ideas of Madness. San Marino, Cal. : Huntington 

Library Publications, 197 4. 

58. Donovan, Robert A. The S如pingVision : Imagination in the English 

Novel from Defoe to Dickens. Ithaca, N. Y.: Cornell University 

Press, 1966 ; 1976. 

59. Doody, Margaret A. "Shandyism, Or, the Novel in Its Assy Shape : 

African Apuleius, The Golden Ass, and Prose Fiction." 

Eighteenth-Century Fiction ["Reconsidering the Rise of the 

Novel"], Vol.12, Nos. 2-3 (January-April 2000), 435-57. 

60. Dussinger, John A. The Discourse of the Mind in Eighteenth-Century 

Fiction. The Hague: Mouton Press, 1974. 
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61. Ehlers, Leigh A. "Mrs. Shandy's'Lint and Basilicon': The Importance 
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(1981), 61-75. 
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65. Fanning, Christopher. "Sermons on Sermonizing : The Pulpit Rhetoric 

of Swift and Sterne." Philological Quarterly, Vol. 76, No. 4 (Fall 

1997), 413-36. 

66. Ferriar, John. Illustrations of Sterne: with Other Essays and Verses. 
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真篠 久子 『トリストラム・シャンディ』にみるスターンの思想—登場

人物をめぐって一―-

加藤 一郎 『トリストラム・シャンディ』中の断片について（スターンの

言語観にも関連して）
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文化・文学論的考察―

吉田 俊実 『トリストラム・シャンディ』における時間と記憶の再編成

坂本 恵・須川亜紀子 ＜シンポジウム＞ ：ローレンス・スターン「ト

リストラム・シャンディ』をどう読むか（報告）



スターン略年表

1713 11月24日アイルランド，ティペレアリ州クロンメルにて生まれる。父ロ

ジャーは歩兵少尉（連隊旗手），母アグネスは従軍商人の義理の娘だった。

ローレンスは七人兄弟の長男。ローレンスの曾祖父のリチャード・スタ

ーンは，王政復古後ヨーク大主教を努めた。

1723 ヨーク州，ウッドハウスの伯父リチャードにあずけられ，ハリファック

ス近郊の文法学校（グラマースクール）に入学。

1731 父ロジャー，ジャマイカ島で熱病のため死去。

1733 ケンプリッジ大学ジーザス・カレッジに入学。翌年，曾祖父リチャード

の創設した奨学金の給費生となる。大学時代の友人に，ジョン・ファウ

ンテン（のちにヨーク大聖堂首席司祭）がおり，また終生の親友，ジョ

ン・ホール＝スティヴンスンを得た。

1737 B.A．の学位を得て大学を卒業。 3月，聖職者の資格を得て，ハンティン

ドン州セント・アイヴズの副牧師となる。

1738 8月，ヨーク州サットン・イン・ザ・フォレストの教区牧師に。

1739 エリザベス・ラムレイを知る。「青鞘派」（プルーストッキング）のモン

タギュ夫人，ェリザベスは彼女のいとこにあたる。

1740 M. A．の学位を受ける。

1741 ヨーク大聖堂参事会に加わり，ギヴンデイルの聖職禄を受ける。エリザ

ベス・ラムレイと結婚。

1744 ヨーク州スティリントンの教区牧師を兼任する。

1745 翌年にかけて若僭王（ヤング・プリテンダー）チャールズ・ステュアー

トによるジャコバイトの反乱。ヨークではジャコバイトおよびカトリッ

ク排斥運動が盛んとなった。叔父ジェイクスはその中心的人物で，ロー

レンスも叔父に協力した。
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1747 慈善説教『エリヤと寡婦ザレパテの場合を考える』を刊行。次女リディ

ア生まれる。

1750 巡回裁判説教で評価を得，『良心の濫用』を刊行。 12月，アルン・トラー

トン特別教区法廷主教代理に任ぜられる。

1751 6月，ピカリング・ポクリントン特別教区法廷主教代理に任ぜられる。

1759 1月末，『権争物語』（のちに『夜番外套物語」と呼ばれる）を刊行。秋

頃『トリストラム・シャンディJI, II巻を完成。年末にヨークで印刷

刊行。著者名，印刷者・出版社名を記さず，年代を「1760」とする。ス

ターンとしては「ロンドンで」出版したかったため，半分ほどをロンド

ンの出版者， ドヅレーの元へ送り，出版について交渉する。

1760 1月1日，『トリストラム・シャンディ』 I,II巻のロンドン版が出る（『ロ

ンドン・クロニクル』の広告による）。 5月，『ヨリック氏説教集』 I,

II巻が出る。この年，ョーク州コックスウォルドの教区牧師に任ぜられ

る。

1761 『トリストラム・シャンディJIII, IV巻が1月に， 12月にV,VI巻が出

る。

1762 転地療養のためフランスヘ行く（当時七年戦争下で交戦中）。パリでディ

ドロらの啓蒙思想家たちと会う。悪性の熱病に苦しむ。娘リディアも喘

息が悪化し，妻子を呼んで南仏に転地することを考える。翌年にかけて

南仏を転々とする。以後，熱病と喀血にたびたび襲われる。

1763 9月末モンペリエに落ち着く。大陸旅行中のスモレットに会う。

1764 単身帰国の途中，パリでD.ヒュームと知り合う。コックスウォルドに帰

る。

1765 1月，『トリストラム・シャンディ』 VII,VOi巻が出る。 10月，大陸へ渡り，

パリを経てイタリアヘ。

1766 1月，『ヨリック氏説教集』 III,IV巻が出る。ローマ，ナポリに滞在。 5

月，プルゴーニュ地方に滞在中の妻子に再会する。
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1767 1月，『トリストラム・シャンディ』の最終巻， IX巻が出る。エリザベス・

ドレイパーを知る。 10月，妻子がコックスウォルドにもどるが，妻子と

もフランスに永住することを決意する。

1768 2月，『センチメンタル・ジャーニィ』 I, II巻を刊行。流感と肋膜炎を

併発して， 3月18日，ロンドンのボンド・ストリートの宿で死去。 4月，

セント・ジョージ教会に埋葬される。

1769 『故スターン師説教集』 V,VI, VII巻が出版される。

その後，妻子は南仏に住んだが，妻エリザベスは 1773年にアルビで死去。

娘リディアは 1772年，フランス人メダル氏と結婚したが， 1781年ごろー

子を残して死んだ。リディアは， 1775年，父親の書簡集を集めて，『故ス

ターン師の親友への書簡・ラブレー風断章・回想録』と題して出版して

いる。
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